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道立高等学校長庁内公募　（　中間　・　期末　）　報告 

学校（所属）名 職　名 氏　　　名 年齢 公募校長としての着任年月日

北海道浦河高等学校 校長 齊　藤　雄　大 57 令和４年４月１日

１　これまで取り組んできた改革 

 

地域の学校に通いながら進学・就職の希望を確実に実現 

      「Well-being」　～生徒の「Well-being」×学校（教職員）の「Well-being」～ 

 

(1)  浦河町及び様似町の小中学校（５小・４中）との連携強化による地域でつなぐ人づくり

 　・地元の中学生の本校への進学率85％以上

(2)  地域の教育資源の活用と体験活動の推進

 　・生徒の満足度90％以上

(3)  個別最適化による進路実現

 　・国公立大学合格者20人以上

 　・就職決定率100％

(4)  働き方改革を意識した業務体制

 　・年間をとおし、時間外在校平均時間45時間を超える教員を40％以下

 

 

 

 

 

                           
 

 

２　進捗状況及び成果                                              
(1) 浦河町及び様似町の小中学校（５小・４中）との連携強化による地域でつなぐ人づくり 

　ア　中学生だけではなく、保護者に対する学校説明会の実施          
　　・浦河町、様似町、新ひだか町三石の５校の中学校で実施          
　イ　生徒が主体となった学校パンフレットの作成      
　　・オープンスクール参加者（中学生145名・保護者22名）や町の施設等に配付 

  ウ　地域防災マスター（３年次１名、２年次４名）による小学校の一日防災学校の講師【資料１】 

　　・段ボールベッドの作成方法、避難所における心得等の説明        
　エ　浦河町及び様似町の小中学校における学習会（学習支援）の講師  

 　　・３校の中学校及び３校の小学校における夏季及び冬季休業中の学習会（学習支援）の講師

(2) 地域の教育資源の活用と体験活動の推進【資料２】                          
　ア　地域と連携した事業及びボランティア活動の参加    
　イ　地域の方々との協働による地域の課題解決に向けた探究活動の実施（総合的な探究の時間） 

(3) 個別最適化による進路実現                                      
　ア　単元配列表の活用【資料３】                                  
　イ　コアルーブリックによる学びの進捗状況の把握及びその状況の教員の共有【資料４】 

　ウ　Classi（教育プラットフォーム）を有効活用した学習の記録     
  エ　難関大学合格へ向けた現役大学生との交流及び学習指導 

　　・東京大学生による効率的な学習方法や難関大学攻略への助言 

 

Ｒ５ Ｒ４

地元中学生の本校への進学率（85％以上） 68% 76%

生徒の満足度（90％以上） 91% 90%

国公立大合格者（20人以上） 8人 13人

就職決定率（100％） 100% 100%

時間外在校等時間
（年平均45時間以上の教員を40％以下）

44% 46%



 

(4) 働き方改革を意識した業務体制【資料５】                       
　ア　各分掌等の業務内容の見直し等の継続                          

 　イ　個人による月一度の定時退勤日の設定（朝の連絡票に掲載し、全教職員で共有）

　　・業務スケジュールを明確にするなど、効率化に向けた意識の高揚  
 　ウ　人事評価シートの学校設定項目として、働き方改革を意識した個人の数値目標の設定

　　・年次休暇を年間○○日以上取得、年間の超過勤務平均時間を昨年度より○○％減少など 

　エ　昨年の７月から実施している職員会議のペーパーレス化の継続    
　　・印刷業務の廃止による時間縮減                                
　オ　若年層教員に対する指導助言                                  

 　　・初任者層の超過勤務時間を昨年度より10％以上縮減という目標を達成することはできなかっ

 　　　た。業務スケジュールの明確化や精選に向けた具体的な方策の指導助言が必要である。

                                                                  
３　課題及び解決に向けた方策                                      
(1) 課題                                                          
　ア　ICTを活用した授業改善と個別指導                             
　イ　業務の多忙と偏り                                            
　ウ　教員の偏在化と経験不足                                      
(2) 方策                                                          
　ア　外部ICT教材の有効活用及び複数回の校内研修の実施             
　イ　コアチームによる働き方改革の評価と改善                      
　ウ　管理職による複数回の面談における業務状況の把握及び指導助言  
　エ　課題の共有と解決に向けた協働体制の確立及び日々の教員同士の積極的なコミュニケーション

                                                                  
４　成果と課題を踏まえた今後の取組予定                            
(1) 地域とのつながりを重視した取組の継続・発展                    
　ア　生徒会が中心となった情報発信の増強と小中学校との交流        
　イ　地域における体験活動及びボランティア活動の継続・発展        
　ウ　地域人材（自治体・観光協会等）の有効活用の継続・発展        
(2) 個別最適化による進路実現                                      
　ア　ICTを有効活用するための研修会の実施                         
　イ　各教科における探究学習の確立に向けた研修会の実施            
　ウ　コアルーブリックによる学びの進捗状況の把握と共有            
　エ　上級学校への訪問及び大学生との積極的な交流の継続            
(3) 働き方改革の推進                                              
　ア　各分掌の業務内容及び行事等の見直し（コアチームの有効活用）  
　イ　ピーク作業の平準化（行事担当者の業務量の見直し等）          
　ウ  業務の目的の再確認（業務の廃止等）                          

 　エ　時間外在校等時間の縮減週間の設定（各定期考査開始日の１週間前から考査終了日の１日前

　　　まで及び長期休業期間）

【令和６年度のスローガン】　「Well-being」～和＆輪～ 

【経営方針の重点】 

  １　情　　   熱　教員は最大の経営資産、生徒にとっては最重要な教育環境（教育は人なり）

  ２　一  枚   岩　手を差し伸べる組織（目配り･気配り･心配り）

  ３　危 機 管 理　報連相及び確認の徹底（保護者へも同様） 

  ４　服 務 規 律　脱ハラスメント（人権尊重）、飲酒運転撲滅 

  ５　働き方改革　先を見据えた業務計画（業務スケジュールの明確化）



             

         

             

          

               

          

           

          

           

          

             

                

                   

                   

          

               

          

     

                    

                    

                    

                  

          

     

                    
                    
       

                   
                   

 資料１  

地域防災マスターによる浦河小学校１日防災学校の講話 
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 資料２  

 

活動名（組織）

1 浦高生ふるさと応援隊

2 地域の魅力発信プロジェクト

3 浦河小学校夏休み学習サポート

4 浦河第二中学校夏季休業中の学習会

5 浦河小学校１日防災学校

6 浦河小学校運動会

7 浦河小学校第３･４学習区防犯教室

8 アドベンチャーinうらら湖

9 浦河七夕まつり

10 選挙啓発ボランティア

11 オレンジカフェ

12 夢の国幼稚園シニアリーダー事業

13
浦河港まつり出演及び行事スタッフのボラ
ンティア

14 浦河神社秋季例大祭ボランティア

15 様似町夏休みチャレンジ学習

16 様似町学校運営協議会委員

17 新ひだか町三石中学校学習ボランティア

18 地域医療を支える人づくりプロジェクト事業

19
東大生と交流事業
（様似町地域おこし協力隊事業）

20
地域防災マスター研修
（日高振興局）

21
福岡県立小倉南高等学校との交流事業
（浦河町より依頼）

1
S-TEAM事業「『社会との共創』推進プロ
ジェクト」

2 「北海道高校生防災カフェ」

1
広域地域連携活動
（高知県佐川高校と斜里高校と連携）

2
全国高校生まちづくりサミット2023 in久慈
（岩手県で開催）

防犯をテーマに地域の安全向上に向けた講話

夏季休業中において、三石中学校１～３年生及び三石小学校５～６年生
の児童生徒に対する学習サポート

①吹奏楽局によるオープニング及び演奏会
②行事スタッフ

渡御係及び浦河を学ぶすごろく出店係

夏季休業中において、様似町の小４から中３までの児童生徒に対する学
習サポート

様似町出身者の２年次２名の生徒が委員として協議会に参加

全
国

①小規模総合学科魅力化推進事業の一環
②他校の生徒との意見交換を通じ、地域振興の方策等ついての協議
③高校生と地域の方と共に地域振興を担っていく協働意識の醸成

全国の高校生と防災・減災についての学びや、成人年齢が18歳に引き
下げられたことに対する意見交流

東大生より効率的な学習方法や難関大学攻略についての学習指導と交
流

全
道

①地域課題解決型（２年次）
②アントレプレナー教育型（２年次）
③グローバル型（１年次）

高校生が防災・減災について主体的に考え、地震、津波などの自然災
害に対するコロナ禍での防災・減災に関する取組などについての交流

福岡県立小倉南高等学校生徒（12名予定）との交流を通じ、地域づくり
や学習に関する多様な視点を獲得する事業

地域防災力の向上を目的とした地域防災マスター養成

令和５年度　主な地域連携事業・校外活動・ボランティア活動

活動内容等

地
域

（
浦
河
町
・
様
似
町
・
日
高
振
興
局

）

｢浦河の魅力を発信する」というコンセプトのもと、地域の活性化に取り組
む活動

特産品の販売をとおし、浦河町と道外地域との交流を図るプロジェクト

夏季休業中において、生徒に対する学習サポート

地域防災マスターが講師として参加

用具係員として４名が参加

浦河町の小学生と保護者対象にダム見学・釣り大会・川遊び等の体験
活動のサポート

①七夕まつりボランティア
②カフェ出店

３年次による浦河町の街頭での選挙啓発グッズの配布

浦河町のまちなか元気ステーションで実施されるオレンジカフェのスタッ
フ、レクリエーションスタッフ、町民とのふれあい活動

保育園児」「預かり保育の幼稚園児」「学童保育」の子どもたちと園の生
活を体験

地域医療に携わる方による講演と医療機関見学、病院職員との座談会

夏季休業中において、児童に対する学習サポート



       
              

         

                         

                      

                        

  
                      

       

         

                

                

        

           

    
         

           

  

               

        

           

            

  

             

                

     

             

            

          
           

              

                            
        

     

           

              
        

           

           

    

             

    

        

    

        

     
                  

                 

                                      
       

        
     

       

【地域の課題解決に向けた探究活動①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



        

     
       

   

        

       

       

            

      

               
          

           

        

  

               

                 

                

            

            
    

    

            

       

             

          

        

        

                 

               
               

                 
                   

        

         
            

                

             

         
         

    

                    
             

     
   

    
   

        
 
            
                

        
       

  

          
             

【地域の課題解決に向けた探究活動②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
科
目

選
択

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

学
習
成
果
発
表
会

自
己
理
解

（
宿
泊
研
修
）

ジ
ョ
ブ
リ
サ
ー
チ

（
職
業
観
、
探
究
初
学
）

論
理
的

思
考
講
座

思
考
ツ
ー
ル

論
理
思
考

探
究
学
習

単
元
配
列
表
　
【
探
究
学
習
】

L
H

R

英
語
コ
ミ
ュ
Ⅰ

家
庭
基
礎

情
報
Ⅰ

美
術
　
Ⅰ

書
道
　
Ⅰ

体
　
　
育

保
　
　
健

産
業
社
会
と
人
間

音
楽
　
Ⅰ

科
目

言
語
文
化

歴
史
総
合

数
学
Ⅰ

化
学
基
礎

１
２
月

１
月

２
月

数
学
Ａ

現
代
の
国
語

３
月

第
１
年
次

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

５
月

４
月

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

生
徒
意
識
調
査

宿
泊
研
修

学
校
祭
に
向
け
て
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

体
育
大
会
に

向
け
て

健
康
の
保
持
増
進
と

疾
病
の
予
防
【
調
】

集
合
と
命
題

(問
)

自
己
理
解

（
エ
ゴ
グ
ラ
ム
）

2
次
関
数

(手
続
き
思
考
)

作
品
鑑
賞

【
発
】

体
力
測
定
デ
ー
タ
の

Ex
ce
l集
計
【
体
育
】

体
力
測
定
デ
ー
タ
の

Ex
ce
l集
計
【
情
報
】

ア
ク
リ
ル
画
の
制
作

フ
ェ
ナ
キ
ス
ト
ス
コ
ー
プ

抽
象
彫
刻

合
唱

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

蒸
留
、
同
素
体
な
ど
の
実
験

酸
・
塩
基
や
、
酸
化
・
還
元

に
つ
い
て
の
実
験
（
調
）

精
神
の
健
康

男
女
共
修
選
択

（
器
械
運
動
）

W
o
rd
の
使
い
方

【
商
業
】

V
T
S

（
問
・
発
）

2
次
関
数

(調
・
発

)

問
：
問
い
を
立
て
る
こ
と
を
重
視

資
：
資
料
作
成
を
重
視

調
：
調
査
す
る
こ
と
を
重
視

発
：
発
表
重
視

※
記
述
が
な
い
場
合
は
、
全
観
点
を
重
視

確
率
(問
・
調
)

作
品
鑑
賞

プ
レ
ゼ
ン

（
発
）

プ
レ
ゼ
ン

（
調
）

デ
ー
タ
の
分
析

Ex
ce
l相
関
係
数
【情
報
】

デ
ー
タ
の
分
析

Ex
ce
l相
関
係
数
【数
学
Ⅰ
】

素
描

資
本
主
義
社
会

の
成
立
（
問
）

日
清
戦
争
・

日
露
戦
争
（
問
）

国
際
社
会
の

変
容
（
調
）

分
か
り
や
す
い
説

明
を
す
る
（
発
）

課
題
を
見
つ
け
る
（
問
）

資
料
か
ら
情
報
を
読

み
取
る
（
調
）

資
料
を
ま
と
め
る

（
資
）

探
究
し
た
内
容
を
、

発
表
す
る

漢
詩
を
訳
す
（
調
・
発
）

短
歌
を
作
る
（
問
・発
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

情
報
検
索
の
方
法

 資料３  



4
3

2
1

知
識

・技
能

知
識

・技
能

を
統

合
・比

較
し

、
新

し
い

知
識

・技
能

を
築

け
る

。
知

識
・技

能
を

統
合

・比
較

が
で

き
る

。
知

識
・技

能
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

知
識

・技
能

を
身

に
つ

け
よ

う
と

し
て

い
る

。

思
考

力
・判

断
力

・
表

現
力

（発
信

力
）

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

他
の

考
え

と
の

共
通

点
や

相
違

点
等

を
他

者
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

適
切

に
表

現
で

き
る

。
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

ら
れ

る
。

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
よ

う
と

し
て

い
る

。

主
体

性
変

化
を

起
こ

す
た

め
に

自
分

で
目

標
を

設
定

し
、

責
任

を
持

っ
て

行
動

し
、

振
り

返
り

、
次

の
行

動
に

繋
げ

て
い

る
。

変
化

を
起

こ
す

た
め

に
自

分
で

目
標

を
設

定
し

、
責

任
を

持
っ

て
行

動
し

て
い

る
。

変
化

を
起

こ
す

た
め

に
自

分
で

目
標

を
設

定
し

、
行

動
し

て
い

る
。

変
化

を
起

こ
す

た
め

に
自

分
で

目
標

を
設

定
し

、
行

動
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

想
像

力
経

験
や

常
識

と
つ

な
げ

な
が

ら
、

筋
道

立
て

て
予

想
が

で
き

た
り

結
論

を
導

き
出

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

筋
道

立
て

て
予

想
が

で
き

た
り

結
論

を
導

き
出

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

知
識

や
経

験
を

も
と

に
見

通
し

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
。

勘
や

当
て

推
量

を
超

え
よ

う
と

し
て

い
る

。

協
働

性
（対

話
力

）

自
分

の
役

割
や

責
任

を
理

解
し

、
他

者
と

の
協

働
や

交
流

を
通

じ
て

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

や
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

な
が

ら
行

動
で

き
る

。

自
分

の
役

割
や

責
任

を
理

解
し

、
他

者
と

協
働

的
に

行
動

で
き

る
。

自
分

の
役

割
や

責
任

を
理

解
し

、
行

動
で

き
る

。
自

分
の

役
割

や
責

任
を

理
解

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

社
会

性
（エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
思

考
）

自
分

と
異

な
っ

た
考

え
方

や
行

動
を

す
る

人
た

ち
が

い
る

多
様

な
社

会
を

理
解

し
、

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
分

と
異

な
っ

た
考

え
方

や
行

動
を

す
る

人
た

ち
が

い
る

多
様

な
社

会
に

つ
い

て
、

理
解

し
て

い
る

。

自
分

と
異

な
っ

た
考

え
方

や
行

動
を

す
る

人
た

ち
が

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
。

自
分

と
異

な
っ

た
考

え
方

や
行

動
を

す
る

人
た

ち
が

い
る

こ
と

を
理

解
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

自
律

的
活

動
力

心
身

を
安

定
さ

せ
、

自
分

自
身

を
律

す
る

と
と

も
に

他
者

の
尊

厳
を

尊
重

し
た

行
動

が
で

き
る

。

心
身

を
安

定
さ

せ
、

自
分

自
身

を
律

す
る

と
と

も
に

他
者

の
尊

厳
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

心
身

を
安

定
さ

せ
、

自
分

自
身

を
律

し
て

い
る

。
心

身
を

安
定

さ
せ

よ
う

と
し

て
い

る
。

自
己

効
力

感
自

分
の

意
見

や
行

動
が

周
囲

に
貢

献
し

た
と

い
う

実
感

を
持

ち
、

自
信

を
持

っ
て

取
り

組
め

る
。

自
分

の
意

見
や

行
動

に
自

信
と

根
拠

を
持

っ
て

取
り

組
め

る
。

自
分

に
自

信
を

持
っ

て
い

る
。

自
分

に
自

信
を

持
と

う
と

し
て

い
る

。

実
行

力
・継

続
力

自
分

の
定

め
た

目
標

の
実

現
に

向
け

て
、

継
続

的
に

行
動

し
て

い
る

。
自

分
の

定
め

た
目

標
の

実
現

に
向

け
て

努
力

し
、

行
動

し
て

い
る

。
自

分
の

定
め

た
目

標
の

実
現

に
向

け
て

、
努

力
し

て
い

る
。

自
分

の
定

め
た

目
標

の
実

現
に

向
け

て
、

努
力

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

校
訓

評
価

す
る

能
力

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

（評
価

指
標

）
育

成
を

目
指

す
資

質
能

力
３

つ
の

柱

令
和

５
年

度
　

北
海

道
浦

河
高

等
学

校
 コ

ア
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
（浦

高
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
）

努
力

「知
識

及
び

技
能

」

「思
考

力
・判

断
力

・表
現

力
な

ど
」

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性

自
主

「知
識

及
び

技
能

」

「思
考

力
・判

断
力

・表
現

力
な

ど
」

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性

敬
愛

「知
識

及
び

技
能

」

「思
考

力
・判

断
力

・表
現

力
な

ど
」

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性

 資料４  



資料５

１　教育職の時間外在校等平均時間

２　教育職の月別時間外在校等時間度数分布

３　教頭の時間外在校等平均時間

令和５年度　時間外在校等時間

R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

81～100 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

61～80 7 6 4 5 8 10 5 5 0 3 9 6 11 9 4 8 3 3 1 1 3 4

45～60 8 14 7 17 9 9 10 8 5 2 7 10 5 10 11 8 9 4 7 3 6 8

合計 15 20 11 22 17 20 15 14 5 5 17 17 16 20 15 16 12 7 8 4 9 12

割合 51.7% 66.7% 37.9% 73.3% 58.6% 66.7% 51.7% 46.7% 17.9% 16.7% 60.7% 56.7% 57.1% 66.7% 53.6% 53.3% 42.9% 23.3% 28.6% 13.3% 32.1% 40.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0人

5人

10人

15人

20人

25人

81～100 61～80 45～60 合計 割合

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 平均

R4 48:56 43:25 50:17 45:32 33:34 50:34 51:44 46:14 41:32 36:56 38:02 44:15

R5 49:28 44:07 54:18 48:01 32:07 46:37 50:11 44:41 37:30 32:31 42:58 43:52

0:00

12:00

24:00

36:00

48:00

60:00

R4 R5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 平均

R4 79:00 58:00 69:00 58:00 46:00 70:00 65:00 47:00 56:00 42:00 67:00 59:43

R5 54:00 52:00 43:00 55:00 30:00 57:00 56:00 55:00 37:00 34:00 53:00 47:49

0:00

12:00

24:00

36:00

48:00

60:00

72:00

84:00

R4 R5


